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下
校
時
間
帯
で
あ
る
午
後
３
時
か
ら
午
後
６
時

の
間
が
一
番
多
く
、
公
園
や
自
宅
付
近
で
遊
ん

で
い
る
際
や
遊
び
に
出
か
け
た
際
に
お
け
る
声

か
け
事
案
が
あ
り
ま
す
。

発
生
場
所
は
約
７
割
が
路
上
で
被
害
を
受
け

て
い
る
ほ
か
、
公
園
・
空
き
地
、
店
舗
、
駐
車

場
、
学
校
等
様
々
な
場
所
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
を
言
葉
巧
み
に
車
両
へ
連
れ
込
も
う

と
す
る
手
口
や
、
（
親
か
ら
離
れ
お
も
ち
ゃ
を
見

子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
の
現
況

平
成
旧
年
中
の
県
内
に
お
け
る
不
審
者
に
関

す
る
情
報
は
８
１
０
件
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
、
特
に
社
会
的
に
弱
者
で
あ
る
小

学
生
以
下
の
児
童
が
被
害
に
遭
っ
た
ケ
ー
ス
は

３
０
３
件
と
全
体
の
洲
％
を
占
め
、
そ
の
被
害

の
過
半
数
以
上
が
「
声
か
け
事
案
」
に
な
り
ま

す
。

「
声
か
け
事
案
」
を
時
間
帯
別
に
見
る
と
、

(1)小学生以下が被害者となった事案内訳
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(2)被害者の学識別。年齢別被害状況
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1
子
ど
も
の
安
全
へ
の
取
り
組
み

市
内
で
は
、
警
察
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
青
少

年
相
談
員
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
が
、
子
ど
も
た

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

て
い
た
男
児
に
対
し
て
）
「
ど
の
カ
ー
ド
が
ほ
し

い
の
？
買
っ
て
あ
げ
る
か
ら
こ
っ
ち
へ
お
い
で
」

と
い
っ
た
子
ど
も
の
心
理
を
つ
か
ん
だ
声
か
け

事
案
な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
．

寄
る
麓
め
瞳
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榊
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Ｆ
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ち
が
犯
罪
や
事
件
、
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
大
人
は

身
近
な
問
題
と
し
て
、
子
ど
も
の
安
全
に
つ
い

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
る

市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
Ⅳ
年
５
月

に
「
地
域
子
ど
も
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
員
」
を

設
置
し
ま
し
た
．
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
地
域
の
安
全
と
安
心
意
識
を
高
め
、

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
中
の
見
守
り

や
学
校
周
辺
及
び
通
学
路
、
公
園
等
の
巡
回
、

不
審
者
等
を
発
見
し
た
時
の
通
報
な
ど
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
．
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

擬蕊蕊溌舞蕊漁韓の活動鴬
§ 1 ．青少年相談員

； ・冑少年の相談及び指導活動
2．特別冑少年相談員

・問題冑少年の発見、早期指導のための巡回活動

3．子どもを守る母の会

・警察署柔道、剣道少年団の保護者により構成

I 主に指導及び啓発活動を実施
{ 4幼小中PTA

I 鯏､”
i :轆辮仔野《誹岼’
； ・携帯電話教育講演会

； ・交通安全活動（4年生対象）

‘ ・AED (自動対外式除細動器）の講習会

ボ ・新入生に学区内の危険箇所マップを配布(秋山小）

i ･危険箇所立て札設置
； ・奉仕作業（遊具の補修等）

； 5．市の事業

； ・小学校に生活指導員を配置

i .中学校にスクールカウンセラー､心の教室相談員を配置
‘ ・図書館に適応教室指導員を配置

l ･小学5年生を対象にCAPプログラム開催
1 6 その他
； ．スクールサポーター、更正保護女性会自警団など

ー

蕊鍔
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れ
た
情
報
は
市
内
の
保
育
所
・
保
育
園
、
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
㈱
警
察
署
に
一

斉
送
信
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
を
守
る
の
は
大
人
の
役
目

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
私
た

ち
大
人
が
日
頃
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
関
心
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
防
犯
活
動
は
大
人
ひ
と

り
で
も
で
き
ま
す
。
家
の
前
を
登
下
校
す
る
子

ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
る
だ
け
で
も
立
派
な

防
犯
活
動
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら

守
る
の
は
私
た
ち
大
人
の
役
目
で
す
。

子
ど
も
と
の
５
つ
の
約
束

．
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
行
か
な
い

。
知
ら
な
い
人
の
車
に
乗
ら
な
い

．
「
助
け
て
」
と
大
き
な
声
を
出
し
た
り
、
防

犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
す

・
大
人
の
い
る
方
に
す
ぐ
に
逃
げ
る

・
ど
ん
な
人
が
何
を
し
た
か
、
家
の
人
に
知
ら

せ
る

●
●

高
萩
市
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス

〆
雌
だ
か
登
録
受
付
中

市
で
は
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
り
、
ま
た
災

害
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
携
帯

電
話
に
よ
る
メ
ー
ル
一
斉
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
主
に
不
審
者
や
災
害
情
報
な
ど
、

暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
情
報
が
送
信

さ
れ
ま
す
．
情
報
を
受
け
取
ら
れ
た
ら
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
へ
注
意
の
呼
び
か
け
を
お
願
い

し
ま
す
．

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
対
応

携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
人
は
、

下
記
の
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

高
萩
市
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
へ

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

配
信
す
る
情
報

不
審
者
情
報
〈
教
育
委
員
会
よ
且

不
審
者
等
の
発
生
日
時
・
場
所
・
行
為
・

特
徴
な
ど
の
情
報
、
そ
の
他
、
教
育
委
員

会
か
ら
の
情
報
を
配
信

災
害
情
報
｛
総
務
課
よ
り
一

災
害
時
の
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

日
ご
ろ
の
防
災
・
防
犯
の
啓
発
情
報

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
〈
秘
書
課
よ
り

重
要
な
お
知
ら
せ
な
ど
を
配
信

登
録
す
る
に
は

高
萩
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
携
帯
電
話
で
ア

ク
セ
ス
し
、
案
内
に
し
た
が
っ
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス
は

ゴ
ヰ
っ
ぺ
、
三
ミ
く
く
く
．
９
斤
軍
詳
四
六
ｍ
ゴ
印
哩
．
き
①
『
四
三
．
一
口
、

ー

■■

茨
城
県
青
少
年
の
た
め
の
環
境
整
備

条
例
と
規
則
を
改
正
し
ま
し
た

◆
県
で
は
、
明
日
の
茨
城
を
担
う
冑
少
年

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
「
茨
城
県
青
少
年

の
環
境
整
備
条
例
」
及
び
「
茨
城
県
青
少
年

の
た
め
の
環
境
整
備
条
例
施
行
規
則
」
に
よ

り
良
好
な
社
会
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。
ｉ
甲
：

ど
」
の
た
び
、
”
情
報
化
や
深
夜
営
業
店
舗
の

増
加
な
ど
に
対
応
し
、
柵
条
例
と
規
則
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
．
“
》
㈱

◆
改
正
の
概
要

◇
冑
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
規
定
し
ま
し
た
．

●
学
校
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
エ
な

ど
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き

る
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
青
少
年
に
利
用
さ

せ
る
場
合
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ

ト
一
※
一
な
ど
を
使
っ
て
、
青
少
年
に
有

害
情
報
一
※
一
を
閲
覧
・
視
聴
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

●
家
電
品
販
売
店
や
携
帯
電
話
販
売
店

な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
の
販
売

者
や
ブ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
ソ
フ
ト
な
ど
に
つ
い
て
説
明
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
保
護
者
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ

ト
な
ど
を
使
っ
て
、
青
少
年
に
有
害
情

報
を
閲
覧
・
視
聴
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
』
：

（
平
成
川
年
７
月
１
日
施
行
）

ー

◇
罰
則
を
強
化
し
ま
し
た
．

●
青
少
年
に
対
す
る
不
純
な
性
行
為

Ⅱ
２
年
以
下
の
懲
役
又
は
１
０
０

万
円
以
下
の
罰
金

●
保
護
者
が
認
め
て
い
な
い
青
少
年
の
深

夜
連
れ
出
し

Ⅱ
鋤
万
円
以
下
の
罰
金

●
青
少
年
の
深
夜
の
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
・

漫
画
喫
茶
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ

入
場Ⅱ
営
業
者
に
刈
万
円
以
下
の
罰
金

●
さ
ら
に
、
条
例
に
違
反
し
た
場
合
、
冑

少
年
の
年
齢
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

ゞ
被
疑
者
が
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

↓
な
り
ま
し
た
。

※
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
：
有
害

な
ホ
ー
ム
ペ
ｉ
ジ
を
子
ど
も
に
見
せ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

有
害
情
報
：
著
し
く
性
的
感
情
を
刺

激
し
、
ま
た
粗
暴
性
、
虐
待
性
を
助
長

し
、
犯
罪
や
自
殺
を
誘
発
し
た
り
、
冑

少
年
の
心
身
の
健
康
を
害
す
る
情
報
な

ど
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取
扱
い
業
務
の
拡
大

◇
住
民
異
動
届
．
戸
籍
届
に
伴
う
手
続
が
多
い
関

連
性
の
高
い
課
（
保
険
医
療
課
）
の
手
続

国
民
健
康
保
険
関
係

１
．
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
回
収
（
死
亡
・

転
出
・
社
保
加
入
・
期
限
切
れ
）

２
．
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
の
回
収
〈
死

亡
・
転
出
・
社
保
加
入
・
期
限
切
れ
）

３
．
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
回
収
〈
死
亡
・
転
出
・

社
保
加
入
・
期
限
切
れ
）

４
‐
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
の
回
収
〈
死

亡
・
転
出
・
社
保
加
入
・
期
限
切
れ
）

老
人
保
健
関
係

１
．
受
給
者
証
再
交
付
申
請
の
受
付
及
び
再
交
付

医
療
福
祉
関
係

１
．
医
療
福
祉
受
給
証
明
聿
貝
県
内
転
出
時
｝

２
．
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
再
交
付
申
請
の
受
付
及
び

再
交
付

◇
市
民
課
と
離
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
課
（
高

齢
福
祉
課
・
水
道
課
・
教
育
委
員
会
）
の
手
続

介
護
保
険
関
係

１
．
被
保
険
者
証
氏
名
住
所
変
更
届
の
受
付

２
被
保
険
者
証
再
交
付
申
請
の
受
付
及
び
再
交
付

市
民
課
の
業
務
を
増
や
し
ま
し
た

転
入
や
転
出
な
ど
の
住
民
異
動
届
や
出
生
届
、

死
亡
届
な
ど
の
戸
籍
届
に
伴
う
関
係
各
課
の
手
続

を
で
き
る
だ
け
一
箇
所
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
新
た
に
取
り
扱
い
業
務
を
集
約
し
、
市
民
課

で
で
き
る
手
続
を
増
や
し
ま
し
た
．
従
来
の
よ
う

に
複
数
の
窓
口
を
回
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
窓

口
が
便
利
に
な
り
ま
す
。

本
庁
舎
Ｉ
階
の
窓
口
が

便
利
に
な
り
ま
す

群 弾唱 F識 ､…

〈
亡
失
襲
損
等
）

３
．
受
給
資
格
証
明
書
の
交
付
〈
転
出
時
）

４
．
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
支
給
申
請
の
受
付

５
．
住
所
地
特
例
適
用
届
の
受
付
（
市
外
特
養
転
出
時
）

６
．
被
保
険
者
証
の
回
収
〈
死
亡
・
転
出
時
）

学
齢
児
童
・
生
徒
の
転
入
等
に
伴
う
学
校
指
定
手
続

１
．
転
入
に
伴
う
転
入
学
通
知
書
の
交
付

２
．
転
居
に
伴
う
就
学
通
知
書
の
交
付

３
、
転
出
に
伴
う
住
民
異
動
届
聿
員
コ
ピ
ー
）
の
交
付

上
水
道
関
係

１
．
開
栓
届
の
受
付

２
閉
栓
届
の
受
付

３
口
座
振
替
依
頼
害
の
交
付

◇
そ
の
他
市
民
課
で
手
続
が
で
き
た
ほ
う
が
便
利

で
支
障
が
な
い
手
続

障
害
者
手
帳
関
係

１
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
回
収
（
資
格
喪
失
時
）

２
．
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
の
回
収
〈
死
亡
時
）

３
、
自
立
支
援
医
療
一
更
生
｝
受
給
者
証
の
回
収
〈
死
亡

時
）
環
境
衛
生
関
係

１
．
ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
の
た
め
の
ピ
ン
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
用
ネ
ッ
ト
の
交
付

２
犬
の
所
有
者
住
所
等
変
更
届

※
こ
れ
ら
の
業
務
は
担
当
課
で
も
手
続
は
で
き
ま
す
。

待
合
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大

市
民
課
事
務
室
を
整
理
し
、
そ
の
分
市
民
の
皆

さ
ん
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
、
よ
り
ゆ
っ
た
り

し
た
と
こ
ろ
で
手
続
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

証
明
書
等
申
請
書
記
載
用
の
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を

設
置高
齢
者
な
ど
に
配
慮
し
て
座
っ
て
記
載
い
た
だ

け
る
よ
う
設
置
し
ま
し
た
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の
も
の
に
変
更
し
ま
し

た
．
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
．

わ
か
り
や
す
い
案
内
の
表
示

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
に
合
わ
せ
て
、

ロ
ビ
ー
、
市
民
課
、
税
務
課
、
会
計
課
の
案
内
板

を
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
に
変
更
し
ま
し
た
．

市
の
花
「
は
ぎ
」
の
イ
ラ
ス
ト
を
施
し
、
取
り
扱

い
業
務
を
番
号
で
表
示
し
ま
し
た
。
担
当
の
窓
口

を
番
号
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
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市税等の納入

1階庁舎案内,nfoma，

市民課Residents
①各種証明書

②住所変更

③国民健康保険等

④戸籍の届出

⑤児童手当・児童扶薑手当

⑥国民年金

｢axationAffairs税務課
固定資産税⑦

各種証明書⑧

納税相談⑨

市民税・軽自動車税⑩

市
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板
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同
一
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デ
ザ
イ
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7月28日(土）
午後1時 パピオンジャズダンス ［水戸信前~駅前本部］

YOSAKOIソーラン[水戸信前~駅前ｵ堵、

1時55分少林寺拳法 ［水戸信前~駅前本部］

2時35分極真空手 ［水戸信前~駅前本部］

3時30分まつりパレード開始 （市役所出発）

4時 日立風流太鼓大蓮競演 ［駅前本部］
だ し みこし とぎ1

4時30分山車響宴・神輿渡御 ［駅前通り］

5時 大和太鼓競演 ［常銀前の交差点］

6時10分松原音頭・飯能音頭 ［常銀前本部］

7時 流し踊り （正調部門） ［本町通り］

浴衣コンテスト審査

8時 流し踊り （自由部門） ［本町通り］

8時40分流し踊りコンテスト審査発表

浴衣コンテスト発表

第37回

高萩ま鰯駿
”“ ＝ 商工観光課容23-7316

高萩の夏の風物詩、 「高萩まつり」が開かれます。
だし みこし

山車のおはやしが賑やかに奏でられ、神輿の担ぎ手

のかけ声と市民ばやしが街中に響き渡ります。 うち

わを持った浴衣姿や自由な衣装による流し踊り。今

年もおもいっきり 「高萩まつり」を楽しみましょう。 ＝

〆 、

7月29日（日）

馳域のまつり）

■東本町まつり広場

○とき 7月29日旧)午後6時30分～9時

○会場ハーモニーパーク

○内容カラオケ大会、イベント、夜店各種

●問合先池田猛さん冠22－2386

■第32回大和町ふるさとまつり

○とき 7月29日（日）午後5時30分～8時30分

○会場大和町児童公園

○内容歌謡ショー､大和太鼓競演､お楽しみ抽選会等

、

－交通規帝llにご協力ください｡－

[二二コの部分28日(土）午後3時30分～4時30分

＝の部分28日(土）午後1時00分～9時30分 ー

●問合先柴田克英さん盃24－1884

■第14回高浜町祭広場

○とき 7月29日（日）午後6時～9時

○会場高浜市営住宅西側広場

○内容ゲーム・じゃんけん大会、お楽し
や1はる

●問合先中村泰治さん君22－2694

宣繊朕 ＝認ン
7月21日(月)～8月15日（水）

ﾄ旗がない…快適に泳げます

ﾄ黄色い旗…注意して泳いでください

ﾄ赤色の旗…高波注意、泳いではいけません

※高萩海岸でのキャンプは全面禁止です。

み抽選会等

◇海で安全に楽しく遊ぶためのお願い～大切な命を自分で守る～

1 海水浴を楽しまれる皆様に

海水浴場以外では泳がない

自分の技量にあった遊永をする

無謀な行為（飲酒後遊泳）を慎む

2ブレジャーボート乗船者釣り雪子者の皆様に(自己救命策三つの基本）

ライフジャケットの常時着用（浮力の瑠呆）

防7kパック入り携帯電話等の連絡手段の瑠呆（速やかな救助要請）

海のもしもは「1 18番」 （海上保安庁への緊急通報）

また、茨城毎上保安部のホームページ

http://www｡kaiho.mlit.go｡jp/03kanku/ibaraki

で海の安全|藷Rの提供を行っております。

◆問合せ茨城毎上保安部雪篇救難課冠029－262－4304

5



ウォッチング

1 '6月9日(土)’

６

■
■
且
■
■
Ⅱ
Ⅱ
日
日
■
日
日
Ⅱ
■
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
■
日
日
日
日
■
日
日
Ⅱ
Ⅱ
■
日
日
Ⅱ
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
■
■
Ⅱ
■
Ｒ
Ｉ
■
日
日
日
日
■
日
日
■
Ⅱ。

砂の造形 Ⅱ
Ⅱ
■
０
８
８
１
Ⅱ
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
８
８
Ⅱ
Ｉ

NPO法人里山文化ネットワークがﾔﾏﾒの放流

１
日
Ⅱ
■
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
日
日
Ⅱ
Ⅱ

：

高萩海水浴場で夏前の恒例行事「砂の造形」が行わ

れました。東小学校と君田小学校の児童がクラスごと

に分かれて、 「カニ」 「イルカ」 「クジラ」 「担任の先生」

など、思い思いの造形物を作りました。

（
）

市内の豊かな自然を生かした特徴あるまちづくり

， に取り組んでいる同会が催したこの事業には、会員

I のほか、君圧|地区の子ども会会員や知的障害者更生

I 施設リバティ若栗の入所者など約50人が参加。会場
l は上君田十文字付近と下君田小神戸橋周辺の川の2

1 ケ所で、参加者のみなさんがそれぞれに持ち寄った

l バケツを利用して約8センチメートルに育ったヤマ

I メの稚魚約2000匹を放流しました。

~‐‐‐‐~「‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

ﾛ■ ロ■ ■■ ロ■ ロ■四口■ ■■ ロ■画■■ Q■■■■ ロ■■I■ロ■ ロ■■■■画ロ■ ■■ ロ■ ロ■ ロ■ ■■ ロ■ ロ■ ■■ ■■ ロ■ ■■ ■■ ■■ ロ■ ■■ ■■ q■ ■■■■ ロ■屯

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

6月2日(土)～4日(月）
さ つき

皐月展
日本旱月協会高萩支部I

がJA茨城ひたち敷地内でI

皐月展を開催しました。 I

皐月は700系統3000種あ’

るといわれ、全国で楽し’

まれています。会場には1
日本皐月協会長賞を受賞I

した沼田至夫さんの作品I

のほか沢山の作品が展示’

されました。

識
i

5月29日(火)’
グラウンドゴルフを楽しむ

一
』
）

B■ ■■ ■■ ■■■■ ■■ h■ h■ ■■ Q■ ■■ ■■ ■■ Q■ ■■ ■■■■■■ ■■ ロ■■■■ ロ■ ■■■■■ ロ■■ロロ■■■ ■■ ロ■■■■ ■■ ロ■ ロ■画ロ■ ■■ ■■ ■■ ロ■ ロ■ ■■ ■■ ロ■ー■

U

ﾛ

ロ

■

■

サボテンが満開 I
D

毎月第2 ・第4火曜日にサンスボーツラン

ドでグラウンドゴルフを開催しています。グ

ラウンドゴルフはパターに似たクラブでボー

ルを打ち、ホールボストに停止するまでの打

数で競うスポーツです。今年2月に市のスポー

ツ教室で参加者を募集し、現在では45名の会

員(会長佐野徹夫さん)で活動しています。

｢高齢の女性の方でも簡単に楽しめ、良い運

動になる｡」と会員の山口さん。参加希望者

は山口猛さんTEL23-2552 (市民体育館）

‘、

■
Ｈ
Ⅱ
！
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
■
Ⅱ

吉田君子さん(高

浜町)宅では、現在、

鉢植えに咲いたサボ

テンの花が満開です。

｢今年は花がいっぱ

い咲いたので、ほし

い方は持っていって

ください｡」 と吉田

さん。 (a23-0196)

■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■

6月21日(木）
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ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

弓月ク5日(今)～ｸ7日（日）ロ

ロ

ﾛ

|きり絵展「故郷へのいざない」珂北高校野球大会
夏の全国大会をI

目指す前ﾛ肖戦とし’
て大きな期待と関I

心が寄せられていI

るこの大会は、昭：

和31年から始まり、 ：

今大会で第60回を：

数えます。那珂川：

から北に位置する：
22校が参加し、高：

萩市営野球場と松：

丘高等学校を会場：

に試合が行われま：

した。

われま：

ロ ロ■ ロ■ ■■ ■■ ・■ ・■＝ロロ ロ■ ・■ ・■ ■■ ・■ ロ■ ・■ ■■ ・■＝■■ ・■ ■■ ■■ ・■ ・■ ■■ ■■ ・■司

ロ

ロ

■

ロ

８
■
Ｈ
日
日
■

國安暁さん(島名)が定年退職の記

念に、文化会館できり絵展を開催し

・‐耐湿菫i｢趾..~； ました｡國安さんは趣味で切り絵を

瓢F閲讓i藤蛎讓魏W謝胆
景鰹胤悪i郷露悪艦三ｺ露
を開催しました｡指 i ト､民話の語りも開催されました。
にまとわる小麦に悪 ：_‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

戦苦闘しながら、そ ：

:顛謁型’ 5月3旧(木)
------…---------：ザリガニ釣り

いろいろ体験隊 Lロ■ ■■■ロ■■■■ ロ■ ロ■画ロ■ ■■ ■■■－ロ■ ■■ ロ■ ・■ ロ■ ロ■ ロ■ ロ■ ロ■ ロ■ ロ■ ロ■ ロ■h

I’

’
ｰ

戦 ’ 4，
通“》

蕊

可
一 ’

鎌 …

蕊
於

薮

■ロ■ ロ■ ■■ ロ■ ロ■ ロ■ ロ■ ロ■ ■■ ロ■ ロ■ ロ■ ロ■ ロ■■ロ■ ロ■＝■ﾛ ロ■ ■■ ■■ ロ■ ロ■■ロ■ ロ■ ■■ ロ■ ■■ q■ ロ■ ■■ ■■ ロ■■■■ ロ■ ロ■ ■■ ロ■ ■■ ロ■■■ ■■－ロ■ ロ■ ロ■ ロ■酉ロ■ ロ■ ロ■ ロ■』

秋山幼稚園児によるザリガニ釣りが高萩小学校内「みんな

の広場」の池で行われました。手作りの釣り箸にスルメをつ

け、上手くザリガニを釣り上げると大きな歓声をあげて喜ん

でいました。

■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■司

電融菖翻る鹿F一…一ゴー瀞：
《 ＄ p

つどいの広場からのお知らせ 》 ロ、

日日■日

日
Ⅱ
８
Ⅱ
日
■
日
日
■
日
日
日
日
日
日
日
日
■
日
日
■
Ｌ

ー

； 開館時間9:30～12:OO 13:OO～16:OO

I 土曜・祝祭日休館日曜日は15:OOまで
I★つどいの広場･赤ちゃん教室の開催日は午前休館になります
；教室日7/5．9．25．8／1 ．2．22．27

鰯鰯騒騒鰯鰯
L

○レインボーお話会

日時7月11日（水) 11 :OO~

○おとうさんとあそぼう1

日時7／8． 15．22．29．8／5(日）

9:30～12:OO 13:OO～15:OO

○赤ちゃん教室（市内在住の1歳未満児対象）

日時7/5･8/2 9:30~

○子育て学習講座（3回シリーズ）

テーマ～子育てにおける安定した'|胄緒基盤づくり～

日時7/26（木) 10:OO~

講師同仁会児童家庭支援センター相談員芳賀英反さん

■問合せ社会福祉課こども家庭係恋23-7030

きちの情報をお寄せください
し市役所秘書課
B23-7320FAX24-4653

電子メール infoOcity.takahagi.l9.jp

市政案内(日曜緊急医療当番医など）

テレフォンサービス冠23－1151

火災・災害情報案内

a24-0019

■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ■■ ロ■
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⑳ぼうけん･はつけん．町たんけん ⑳幼稚園児が市役所を訪問

⑳伝統文化こども教室体験講座 端藤津噌驚

茨城

キ
リ
ス
ト
教
大
学
附
属
聖
児
幼

稚
園
高
萩
園
の
園
児
三
○
名
が
、
働
い

て
い
る
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ

う
と
、
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

「
お
仕
事
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
い
つ

も
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
」
と
言
葉
を
添
え
て
草

間
市
長
に
花
束
を
贈
り
ま
し
た
．
こ
の

日
は
他
に
警
察
署
、
郵
便
局
、
市
内
の

病
院
な
ど
も
訪
問
し
ま
し
た
．

昔
か
ら
の
伝
統
文
化
を
子
ど

も
た
ち
に
体
験
し
て
も
ら
お
う

と
「
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
体

験
講
座
」
が
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
三

回
国
民
文
化
祭
・
い
ば
ら
き
二

○
○
八
マ
ス
コ
ヅ
ト
の
ハ
ッ
ス

ル
黄
門
も
登
場
し
、
会
場
は
大

賑
わ
い
．
六
六
名
の
小
中
学
生

が
参
加
し
、
茶
道
や
華
道
、
琴
、

組
み
ひ
も
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

｛
》

鎚
綴
謡
織
熱
鯵
溌
鍛
蝿
溌
認
識
鋪
溌
謡
殿
輔
識
熱
綴
熟
織
蕊
織
蝿
鮫
騨
纐
嘩
露
職
籔
趣
鍵
瀞
銀
蝿
鮮
瀞
鎌

露
懲
樗
農
穆
鯵
患
鷺
農
寧
灘
織
驚
熱
爵
聯
癖
鋤
警
鳥
獅
騨
殿
瞥
働
瞥
輪
傷
謬
醐
腎
翰
鰯
等
鐘
脅
懲
曇
奪
懇
零
繊
鳥
零
侭
篭
簿
輿
驚
識
僅
箪

齢
錨
鍛
鱗
鍼
蝋
蕊
擬
噴
愈
紗
驚
噸
緩
霞
畷
鮮
欝
鍛
紗
篭
鎧
綴
蕊
遭
鈴
鷺
蝋
鯵
鷲
嶺

文化・まちなみを伝える

保存ビデオの放送開始
日展・書部門の審査員に

せん刀

佐川情崖さん(高萩）

視聴覚ライブラリーでは、市内各所に出向

き、 まちの様子などをビデオにおさめてきま

した。伝統行事や各種催しなど、現在では作

成した数が180本近くにのぼります。馬市

など昔の高萩を写す貴重なビデオも保有して

います。それらのビデオを本庁舎及び総合福

祉センターの入り口にあるテレビで放映しま

す。内容は週ごとに替える予定です。高萩の

歴史や文化、そして今を知る映像を是非ご覧

ください。

惨問合せ視聴覚ライブラリー（図書館内）

"23-7174生涯学習課査23-1132

「書道研究書聖会」の2代目会長であり、 茨

城県書道美術振典会副理事長も務める佐川情崖

さんが、今秋に開催される第39回日展の新審査

員に選出されました。県内出身・在住の書家で

日展会員が誕生するのは40年ぶりとなります。

佐川さんはこれまで、 日展で2回特選を受賞

し、 2001年に無鑑査、 2002年から出品委嘱となっ

ています。

第39回日展は11月2日から12月9日まで、会

場を東京都美術館から国立新美術館に移して開

催されます。

「
》

●●●､●●CD●●●｡●●●●■●●旬●●●●｡●●●●●●●●●●■CD●●●｡■●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●ゆ●句●●●●旬●｡●旬●●●G●●●●●●●■■■■■■●●●●■
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[子供映画会］ 7月14日(土） 14： 30～

「アルプスの少女ハイジ」

|おはなし会1 7月28B(土) 14: 30~

絵 本 「やさいのおなか」

紙芝居 「イルカのピー」

ﾈﾙｼｱﾀｰ 「いなかのねずみとまちのねずみ」

図書の検索は図書館ホームページで－

アドレスhttp://www｡ jsdi ・or.jp/~taka-1ib/

図書館カレンダー ●は休館日

日月火水木金土

851&W
月|職洲脇
26⑳282930⑳

日月火水木金土

7喝;箙師
月繼剛捌
29⑳31

第53回青少年読書感想文奮国ゴンクール
ゞ
毎
、
が
鈴
、
《
さ
》
ヘ
瀞
涼
確
感
話

碑
鐵
万
か
鰯
鍛
〆

或
鍔
口
？
鐡
獄
毎
蕊

Ｉ

ゅ
ｆ
咽
罵
醐
割
韓
黛
毎
Ｊ
胡
謡
輻

＃
鼠
串
唖
寺
輯
噸
煕
咄
電
誹
輻
学
ｔ
…
ソ
駒
篭
…
醗
酵
蝉
“
…
談
韓
轆
蕗
争
鱒
骸
喪
心
》
難
緋
鯉
輔
蝿
轆
…
￥
＄難

孟
配
１
７
１
７
４
》

（
開
館
時
間
）
“

平
日
９
時
釦
分
～
Ⅳ
時
印
分
》
段

土
・
日
・
祝
９
時
別
分
～
何
時
》

金の塁難
理論擁"』

蕊蕊
蕊蕊 淋峰鶏懲

#蕊蕊蕊溌蕊輿
蕊溌蕊蕊蕊燕
蕊蕊鰯蕊蕊溌

懲測霞溌
評論強j ; ■

＝

講談社へ肴

】工

第16回二科会写真部茨城支部店奨励賞受賞

小川明子さん(高萩） ７
月
に
入
っ
た
。
古
来
、
こ
の
月
を
「
文
月
」
と
呼

ん
だ
．
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
夏
を
迎
え
入
れ
る
．

夏
と
い
え
ば
真
っ
先
に
浮
か
ぶ
の
は
何
だ
ろ
う
か
。

私
の
場
合
は
祭
り
で
あ
る
。
か
つ
て
碩
学
の
方
か
ら
次

の
こ
と
を
教
わ
っ
た
。
豊
か
な
地
域
で
あ
る
の
か
ど
う

な
の
か
、
そ
れ
を
計
る
尺
度
は
、
祭
り
を
始
め
伝
統
料

理
や
伝
統
行
事
な
ど
が
残
っ
て
い
る
か
否
か
に
あ
る
と

い
う
。そ
の
よ
う
な
観
点
で
わ
が
国
を
見
渡
し
て
み
る
と
、

な
る
ほ
ど
そ
う
肯
け
る
。
関
西
の
京
都
に
は
「
祇
園
祭

り
」
が
残
っ
て
い
る
。
外
国
か
ら
も
ひ
と
目
見
よ
う
と

毎
年
多
数
の
観
光
客
が
当
地
を
訪
れ
る
。
関
東
の
東
京

布
投
随
得

？
厚，
祭
り
を
育
て
る
“

県北医療センター高萩協同病

院で看護師として勤務する小川

明子さんは、今回、二科会の写

真部門で見事奨励賞を受賞しま

した。 13年ほど前、病院内の写

真愛好家らで結成した「写遊会」

に参加するうちに写真に魅せら

害
齢

唾
ｘ
Ｐ

や
卜
ｐ
海
偶
に
Ｐ
岬
ｂ
、
野
Ｐ
ｕ
や
小
Ｐ
Ｒ
Ｐ
恥
《
ｂ
恥
角
胎
匝
伊
伊
ｐ
‐
Ｒ
Ｐ
い
り
駅
Ｐ
貝
や
》
。
抑
ｐ
Ｈ
伯
岾
や
小
Ｐ
貝
ｈ
い
＆
伊
似
刊
鹿
子
●
や
脚
ｂ
‐
Ｎ
ｐ
い
⑨
扱
い
旧
い
Ｆ
苓
罪
Ｐ
Ｈ
Ｄ
北
５
脚
ｂ
Ｎ
昨
Ｆ
臨
沸
Ｐ
貝
②
Ｆ

窃
荻
喪
章
剛
倉
入

れ、家にあったカメラ

を手にするようになっ

たといいます。病院勤

務の忙しい中、休みを

見つけては仲間と共に

裏磐梯や花貫渓谷に足

を運びます。

蕊, 『 ､詞

噌 f

“癖鍵蕊轆{ #:『
'' ： ､; :

汀 鴬”
ず

蕊講学=．
_"J= "
』…舞鱗

さ串藍X鵠 .

麺織ふ職蕊
坪舗．

蟻謹懸鍵轆~；

鐸瞬蜂鐸

感鍛…鍼惑ヶ溌謡

ー

で
は
「
三
社
祭
り
」
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
全
国
か
一

ら
祭
り
を
愛
す
る
紳
士
淑
女
が
江
戸
に
結
集
す
る
．
東
》

北
の
青
森
は
「
ね
ぶ
た
祭
り
」
が
あ
る
。
見
た
人
の
心
一

で
は
高
萩
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
今
月
末
に
高
萩
市
民
三

を
惹
き
つ
け
て
離
さ
な
い
か
ら
、
各
地
か
ら
み
ち
の
く

ま
で
足
を
延
ば
す
。

祭
り
が
あ
る
。
今
年
で
師
回
を
数
え
る
。
私
が
小
学
１
一

群
唯
皿
鵡
諦
垂
硫
簔
哩
函
察
釧
蹄
臨
耗
喋
柿
塞
恥
判
痙
一

私
は
全
身
に
高
萩
を
感
じ
た
も
の
だ
。
あ
の
一
体
感
が

今
で
も
心
に
刻
ま
れ
、
私
の
大
好
き
な
祭
り
だ
。

今
年
で
５
回
目
を
迎
え
る
赤
浜
音
楽
祭
も
今
月
中
旬
》

に
開
催
さ
れ
る
．
国
内
だ
け
で
な
く
外
国
の
一
流
音
楽
《

家
も
参
加
す
る
こ
の
音
楽
祭
は
国
際
色
豊
か
で
も
あ
る
．
。

祭
り
が
地
域
を
豊
か
に
す
る
と
冒
頭
で
申
し
上
げ
た
．
》

祭
り
を
市
民
の
多
く
の
参
画
を
得
て
育
て
上
げ
て
次
の
一

世
代
へ
と
継
い
で
い
け
ば
、
地
域
が
伝
統
に
彩
ら
れ
て
一

さ
ら
に
豊
か
さ
を
増
す
．
み
ん
な
で
郷
士
の
祭
り
を
盛
一一

り
上
げ
て
い
き
た
い
．
声

句
判
別
Ｋ
９
乳
４
Ｋ
日
１
４
Ｋ
ｑ
ざ
３
Ｋ
９
期
３
Ｋ
ｑ
ざ
３
日
々
３
曲
Ｋ
ｑ
封
４
Ｋ
句
２
３
Ｋ
Ｊ
乳
叩
Ｋ
ｑ
３
４
Ｋ
７
ｄ
Ｋ
５
ｉ
Ｋ
１
間
Ｋ
ｑ
酊
凸
“
９
判
。
前
７
守
凹
Ｈ
３
３
ｇ
ｄ
ｉ
３
側
？
出
ば
＃
３
Ｎ
可
き
匂
鮒
９
乳
９
１
澁

互
罐
率
琶
式
ｊ土

て
は
指
が
唾
く日

っ
の
ご
と
む
２

あ
る
。
こ
し

が
め
ね
る
舌

月

詑
叩
封
露
壷
６

あ
百
一
（
し
受
』
成

錨
雲
函
塞
封
作

に
瞬
は
の
ぃ
を
イ
の
た
を
は
２

空
咋
錨
痙
痙
棚
一
々
葬
詫
榊
梱
榊

蓉
長
釧
祁
調
本
聖
日

、
す
ぐ
お
変

は
で
良
の
大

然
的
、
生
・

自
力
が
先
た

ｒ
魅
す
た
し

も
で
い
ま
ア
収
め
作
児
個
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鐸謡》》癖

高
萩
市
の
友
好
都
市
山
形
県
新

庄
市
で
行
わ
れ
る
「
新
庄
ま
つ
り
」

へ
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
戸
沢
氏

ゆ
か
り
の
史
跡
な
ど
市
内
観
光
も

楽
し
め
ま
す
。
▼
日
時
８
月
別

日
（
金
）
午
前
８
時
文
化
会
館
前

集
合
、
翌
妬
日
午
前
２
時
帰
言
予

定
。
▼
対
象
市
内
在
住
の
人
。

帰
り
が
深
夜
に
な
り
ま
す
の
で
、

中
学
生
以
下
の
人
は
、
保
護
者
同

伴
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
▼

定
員
如
人
（
定
員
を
上
回
っ
た

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。
）
▼

参
加
費
４
５
０
０
円
（
バ
ス
代
、

観
覧
席
代
）
▼
申
込
方
法
往
復

ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

７
月
訓
日
（
火
）
ま
で
に
（
当
日
消

新
圧
ま
つ
り
見
学
ツ
ア
ー

し鰯

⑤ 蕊
7

＃派回祁

● ●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●■●●●｡●■

▼
期
日
８
月
配
日
（
日
）
。
▼
会

場
市
民
体
育
館
。
▼
対
象
者

市
内
に
居
住
す
る
既
婚
の
女
性
。

▼
チ
ー
ム
編
成
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

別
に
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
、
監

督
と
コ
チ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

含
め
旧
人
以
内
。
▼
参
加
料
１

チ
ー
ム
４
，
０
０
０
円
。
▼
申
込

み
市
民
体
育
館
に
備
え
付
け
の

印
有
効
）
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
－
枚
で
４
名
様
ま
で
お
申

し
込
み
で
き
ま
す
。
▼
問
合
せ

秘
書
課
容
躯
１
７
３
２
０

第
犯
回
高
萩
市
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

q 自 且F ■

鰯mnn｢n｢蕊'繩雲 ) "nf
返信

番加者2

住所
氏名 年齢

代表者住所 電歴裕号

参加者3

代表者氏名 住所
氏名 年齢

侭胎番号

謬加者4

住所
氏名 年齢
咽脂措号

「mnTn

園…亙五
往信

高萩市役所秘書課行

｢1｢1｢｢｢「

往信側 返信側

＊はがき1枚で4名までお申し込みできます。

（
》

■●●●●●●■●●●●●

一
薑
休
み
森
子
ソ
フ
ト
テ

…~ー思霊

▼
日
時
７
月
型
日
・
泌
日
・
沁

日
・
幻
日
・
訓
日
・
８
月
１
日
。

２
日
。
（
合
計
７
日
間
）
、
午
前
伯

時
か
ら
枢
時
ま
で
。
▼
会
場
東

小
学
校
プ
ー
ル
。
▼
対
象
幼
稚

園
年
長
か
ら
小
学
６
年
生
の
子
と

親
（
先
言
加
組
）
。
▼
参
加
料

１
組
１
，
０
０
０
円
（
傷
害
保
険

料
込
）
▼
申
込
み
７
月
９
日

（
月
）
か
ら
Ｗ
日
（
火
）
ま
で
に
参

加
料
を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ
。

▼
問
合
せ
生
涯
学
習
課
合
羽
１

１
１
３
２

所
定
の
申
込
書
と
参
加
料
を
７
月

旧
日
（
金
）
の
午
後
６
時
訓
分
か
ら

教
育
委
員
会
会
議
室
で
行
わ
れ
る

代
表
者
会
議
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
▼
問
合
せ
生
涯
学
習
課
容

３２
１
１
１
３
２

▼
日
時
７
月
群
日
（
火
）
・
配
日

（
木
）
・
訓
日
（
火
）
・
８
月
２
日

（
木
）
・
７
日
（
火
）
・
９
日
（
木
）
。

午
前
９
時
か
ら
吃
時
ま
で
。
▼
会

場
高
浜
運
動
広
場
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
。
▼
対
象
小
学
４
～
６
年
生

の
子
と
親
。
▼
参
加
料
１
人

５
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
等
）
。

▼
申
込
み
７
月
６
日
（
金
）
か
ら

親
子
水
泳
教
室

｜
ス
教
室

▼
内
容
標
語
▼
対
象
者
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
▼
応

募
規
定
作
品
は
未
発
表
の
も
の

で
、
標
語
記
入
用
紙
、
官
製
ハ
ガ

キ
、
ハ
ガ
キ
大
の
用
紙
の
い
ず
れ

か
１
枚
に
作
品
１
点
、
１
人
１
作

品
の
み
で
応
募
く
だ
さ
い
。
小
・

中
学
生
の
場
合
は
、
市
町
村
名
、

学
校
名
、
学
年
、
氏
名
を
明
記
す

る
こ
と
。
｜
般
の
場
合
は
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
明
記
す
る
こ
と
。
▼
応
募
締
切

９
月
６
日
（
木
）
▼
入
選
作
品
の
発

表
下
水
道
組
合
、
茨
城
県
と
も

に
Ⅲ
月
頃
。
▼
そ
の
他
応
募
作

品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
入
賞
作
品

の
使
用
権
及
び
著
作
権
は
、
茨
城

県
に
帰
属
し
ま
す
。
応
募
さ
れ
た

作
品
は
「
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン

ク
ル
」
に
出
品
し
ま
す
。
▼
問

合
せ
・
応
募
先
日
立
・
高
萩
広

域
下
水
道
組
合
工
務
課
排
水
設

備
係
（
日
立
市
十
王
町
伊
師
２
２

２
０
番
地
）
召
０
２
９
４
１
３

９
１
５
５
９
６

｜
抑
仙
雌
側
碓
週
間
コ
ン

峪
日
（
月
）
ま
で
に
勤
労
吉
少
年
ホ
ー

ム
へ
。
▼
問
合
せ
高
萩
市
ソ
フ

ト
テ
｜
｜
ス
連
盟
熊
谷
吉
雄
さ
ん

容
羽
１
３
４
２
２

ｰ

公”鱸では､乳鵬の祷臘「
ﾍ0龍かけら外ﾊｲﾇさはて
噸創て筋ります。 灘

!」
ー

1。 別学習 叩！ー

確か移力がく､んぐん伸びる、

KUMONの｢読み書き･計算､英語力」 費用'1獺)幼児小学生61300円中学生7,350円諦生以上81400円

貴したプログラム。どの教科も小さなステップで
iされています。ぜひおためしください！

公文式は幼児から中高生レベルまで一貫したプログラム。どの教科も小さなステップで
つくられた、4000枚以上の教材が用意されています。ぜひおためしください1

幼児･小学生も貢膜台賂者多叡(3級～5

糖○N瓶: ,隆別2｡…。

教室名｜指導者名 学習曜日 連絡先(下記の教室で直接お申し込みいただけます）

向洋台 山 本 自宅：22－5097教室:22－1396火 ・ 金

松 岡 山 本 月 ・ 才 自宅：22－5097教室:090-6046-9871

高萩中央 舟 生 月 ・ 木 自宅：22－2406教室：23－4058

有明町 自宅：22－2406携帯：080-30182297』劃、 生ノU 火 ・ 金
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楠
講
演
会
「
深
刻
化
す
る
児
童
虐
待

》
～
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～
」

”
す
べ
て
の
児
菫
は
、
心
身
と
も

に
、
健
や
か
に
生
ま
れ
、
育
て
ら

れ
、
そ
の
生
活
を
保
障
さ
れ
る
“

（
児
菫
憲
菫
）
子
ど
も
へ
の
虐
待

問
題
は
、
近
年
非
常
に
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
「
虐
待
」
と
「
し
つ
け
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
講
師
日
本
子
ど
も
家
庭
総
合

研
究
所
才
村
純
氏
▼
日
時

７
月
別
日
（
火
）
午
後
１
時
卯
分
か

－
秋
山
・
東
児
童
ク
ラ
ブ
の

》
夏
休
み
期
間
の
参
加
者

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ
社
会
福
祉

課
容
四
１
７
０
３
０

年金加入記録について

社会保険庁からのお知らせ

皆様の大切な年金に不安を

与え、心よりお詫び申し上げ

ます。年金記録をもう一度確

認させてください。

○電話でのお問い合わせは

｢ねんきんあんしんダイヤル」

0120-65-7830

(24時間、土日も受け付けて

おります｡）

○来訪でのお問い合わせは最

寄りの社会保険事務所へ。

○インターネットのID ･パ

スワード方式については社会

保険庁ホームページhttp://

www. sia.go. jp/)をご利用く

ださい。

一
在
宅
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

ら
。
▼
会
場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
▼
問
合
せ

高
萩
市
要
保
護
児
菫
対
策
地
域
協

議
会
（
社
会
福
祉
課
内
）
容
飼
Ｉ

７
０
３
０

在
宅
に
お
い
て
、
寝
だ
き
り
や

認
知
症
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
人
に
、
介
護
慰
労
金
を
支
給
し

ま
す
。
▼
支
給
要
件
平
成
旧
年

８
月
１
日
か
ら
平
成
旧
年
７
月
訓

日
ま
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
（
１

週
間
程
度
の
シ
ョ
ト
ス
テ
イ
の

利
用
は
除
く
。
）
を
利
用
せ
ず
、

６
ヶ
月
以
上
継
続
し
て
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
人
で
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
人
。
た
だ
し
、
要
介
護

者
の
シ
ョ
ト
ス
テ
イ
と
医
療
機

関
へ
の
入
院
日
数
の
合
計
が
知
日

を
越
え
な
い
こ
と
。

①
支
給
額
３
０
，
０
０
０
円
…

要
介
護
３
の
高
齢
者

需琴
/

一
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

国
民
年
金
は
日
本
に
住
ん
で

い
る
加
歳
以
上
帥
歳
未
満
の
す
べ

て
の
人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

保
険
渦
の
納
付
を
続
け
る
こ
と
で
、

年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
基
礎
年

金
や
万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎

年
金
、
蘆
族
蟇
礎
年
金
が
受
け
取

れ
ま
す
。
経
済
的
な
理
由
等
で
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
免
除
に
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま

す
。
た
だ
し
、
本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
の
前
年
所
得
が
、
｜
定
の

基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
な
ど
が

条
件
に
な
り
ま
す
の
で
、
年
金
手

帳
ま
た
は
納
付
害
、
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
市
民
課
年
金
係
窓
□
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
失
業

②
支
給
額
１
０
０
０
０
０
円
：

要
介
護
４
以
上
の
高
齢
者
（
又
は

こ
れ
ら
に
相
当
す
る
要
介
護
状
態

に
あ
る
と
市
長
が
認
め
だ
者
。
※

現
在
、
認
定
を
受
け
て
い
な
く
て

も
該
当
す
る
よ
う
な
場
合
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

▼
申
請
期
間
８
月
１
日
（
水
）
か

ら
８
月
別
日
（
金
）
ま
で
。
▼
申
請
・

問
合
せ
高
齢
福
祉
課
（
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）
容
距
Ｏ
Ｏ

８
０

一
夏
休
み
自
由
研
究
の
相
談
会

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
日
立
社
会
保
険
事
務

所
召
０
２
９
４
１
型
１
２
１
２
５

市
民
課
昏
羽
２
１
１
６

を
理
由
と
す
る
場
合
は
、
「
｜
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
」
ま
た
は

▼
日
時
７
月
沁
日
（
木
）
、
８
月

３
日
（
金
）
、
８
月
Ⅲ
日
（
金
）
午

後
１
時
釦
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

▼
会
場
図
書
館
２
階
会
議
室
。

▼
内
容
理
科
・
社
会
・
統
計
グ

｜
フ
フ
に
つ
い
て
の
相
談
。
▼
対
象

者
小
・
中
学
生
。
▼
問
合
せ

障害基礎年金や後から保険料を

遺族基礎年金を納めることは

受けるときは

保険料を納めた10年以内なら納

ときと同じ扱いめることができ

になります ます。 （3年度目

以降は加算額が

つきます）

産
用
保
険
受
給
者
証
」
を
ご
提
示

内容|量鰹諾齢
種類 ー

全額免除

4分の3免除

3分の1が反映

2分の1が反映

半額免除 3分の2が反映

6分の5が反映4分の1免除

納付猶予・学

生納付特例
反映されません

2年を過ぎると

納められません

受けられない場

合もあります
未納

一
車
小
学
校
プ
ー
ル
の
自
由
開
放

学
校
教
育
課
召
四
ｌ
ｌ
ｌ
３
５

▼
開
放
日
８
月
４
日
（
土
）
、
５

日
（
日
）
、
８
月
Ⅲ
日
（
土
）
、
枢
日

（
日
）
、
〃
日
（
金
）
。
※
悪
天
候
時

は
開
放
し
ま
せ
ん
。
▼
時
間
午

前
旧
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
。
▼

対
象
一
般
市
民
（
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）
▼
そ
の
他

事
前
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
水

泳
帽
舌
用
。
▼
問
合
せ
生
涯
学

習
課
容
四
１
１
１
３
２
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高
萩
市
文
化
会
館
。
高
萩
市
営
野
球
場

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
募
集

高
萩
市
教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
会
館
及
び
市
営
野
球
垂
唾

場
に
お
い
て
、
新
た
な
財
源
を
確
保
し
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
ネ
ー
ミ
せ
需
館

ン
グ
ラ
イ
ッ
を
導
入
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
企
業
を
募
龍
澤
催

集
し
ま
す
。
●
生
文

卜
が
あ
り
ま
す
．
ま
た
、
高
萩
市
と

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
は

し
て
は
、
新
た
な
収
入
を
確
保
す
る

「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ッ
（
命
名
権
）
」
こ
と
が
で
き
ま
す
．

龍
駁
轆
鍵
悪
創
灘
名
称
変
更
箇
所

「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ッ
（
命
名
権
）
」

と
は
、
文
化
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設

な
ど
の
施
設
自
体
が
持
つ
広
告
媒
体

も
の
で
す
が
、
日
本
で
も

「
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
」

や
「
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
」

等
を
は
じ
め
と
し
て
、
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ッ
が
普
及
し

始
め
て
い
ま
す
．
公
共
施

設
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ッ

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

鐸
討
窪
謡
引
乖
嘩
諏
か
誰
鍔

知
度
向
上
、
企
業
イ
メ
ー
金

ジ
の
向
上
な
ど
の
メ
リ
ッ
雲

と
し
て
の
価
値
に
着
目
し
、
施
設
の

愛
称
に
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
社
名
や

ブ
ラ
ン
ド
名
等
を
付
与
す
る
権
利
の

こ
と
で
す
。
（
施
設
の
正
式
名
称
は

変
更
さ
れ
ま
せ
ん
．
）
ア
メ
リ
カ
な

ど
諸
外
国
で
は
既
に
定
着
し
て
い
る

ポ
ス
タ
ー
等
に
愛
称
を
使
用
し
ま
す
。

例
え
ば
、
文
化
会
館
の
場
合
、
正
式

名
「
高
萩
市
文
化
会
館
」
は
変
更
し

ま
せ
ん
が
、
市
は
対
外
的
に
「
○
○

○
ホ
ー
ル
（
高
萩
市
文
化
会
館
）
」

施
設
の
壁
面
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

卜
※施設に係る名称看板設置等の費用は、施

設命名権者の負担とします。

※契約年数・金額は希望であり、 申し込み

時に応募金額等を提示してもらう入札方
斗ユュ 114－－一半

工、jとし主9｡

一
）

鱸驚 市文化会館

蕊
;;” ず琴:● 挙可寺雪冤萩：
F,●､ ＃串 ,金､ く， , 串､

肘
砿

３
３

1 1 32

741 1
“ ．灘､鱸鮒‘." ’

一=－ …

麺

高
萩
市
の
教
育
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ッ
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
企
業
と
し
ま
す
．
そ
の
他
に

も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
し
て
愛
称
を
使
用
し
ま
す
。
※
施

設
に
係
る
名
称
看
板
設
置
等
の
費
用

は
、
施
設
命
名
権
者
の
負
担
と
し
ま

す
．応

募
資
格

募
集
期
間

７
月
５
日
（
木
）
か
ら
８
月
別
日

（
金
）
ま
で
。
募
集
要
項
、
申
請
用
紙

は
上
記
の
問
合
せ
先
に
あ
り
ま
す
．

市営野球場 識§鱗鱗鰯鱗蟻識§鱗鱗鰯鱗蟻

４
月
に
募
集
し

率
、
ソ
ま
し
た
、
高
萩
市

託
蓉
聖
》

熱
ぞ
、
こ
こ
ろ
の
里
シ
テ
ィ

印
づ
定
晦
錦
鯉
帷

イ
決
請
が
あ
り
ま
し
た
．

テ
体
縮
謝
誰
士

”
シ
団
く
り
補
助
金
選
考

‐
里
付
霊
簾
濡
垂

の
交
た
結
果
次
の
５

『
ろ
金
纈
魏
到
唾

一
配
柵
決
定
し
ま
し
た
．

－
７
月
四
日
（
日
）

猫
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日

諦
妬
当
日
投
票
に
行
け
な
い
人
に
は
期

日
前
投
票
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

韮
施
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
よ
う
．

こ
○
期
日
前
投
票
７
月
旧
日
（
金
）
か

韮
街
ら
７
月
肥
日
（
土
）
ま
で
士
・
日
．

”
祝
日
も
投
票
で
き
ま
す

○
時
間
午
前
８
時
洲
分
か
ら
午
後

永
非
８
時
ま
で

嘩
罰
○
場
所
市
役
所
分
室
会
議
室
（
税

℃
’
務
課
北
側
）

↓
”
●
問
合
せ
高
萩
市
選
挙
管
理
委
員

会
（
市
役
所
総
務
課
内
）
公
羽
’

一
２
１
１
９

ー

団体名 事業内容

海岸アートプロジェ

クト実行委員会

高浜海岸の堤防をキャンパスに絵を

描き､新しい海岸環境を倉ll出する活動

高萩ふるさと案内人

の会 ！
市内の史跡名勝をガイドする活動

花貫川清流の里づく

りの会

高萩さくらの会

花鳥風月

花貫川流域に世代間がふれあいなが

ら楽しめる環境の整備

市内の桜の保護育成活動

高校生会OBによる各種ボランティア活動

常陽銀行は
住宅ローン

お客様の

マネープランを ご斑ﾖ

サポートいたしますﾏｨｶｰﾛｰﾝ

教育ローン ｒ
蕊
蕊
年
区！誇郭蝿《,｡’医 ． 塗零發溌を鴬､ ., ‘； ､iふ､』罫 龍 響、 “ ､ ‐“ -－ …＝憲 ざ曇畿i襟魚雷箪蔚;議鱗"､､¥詮

完全白南謡計・構造計算・住宅性能表示・省令準耐火構造
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施 設 名塗 契約希望願／5年

高萩市文化会館

【所在地】

高萩市大字高萩6番地

高萩市営野球場

【所在地】

高萩市大字高萩727番地

180万円

／5年

600万円

／5年

安全。長持ち・健康・快適・美観

且立沈1ウジシクモズデーシ曰ン



［
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
概
要
］

平
成
加
年
４
月
か
ら
、
「
老
人
保

健
制
度
」
が
廃
止
さ
れ
、
新
し
く

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま

り
ま
す
。
門
歳
以
上
の
「
後
期
高
齢

者
」
の
方
は
、
現
在
加
入
さ
れ
て
い

る
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
を
脱

［
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
（
医
療
費
の
減
額
の
適
用
を

う
け
る
た
め
）
の
申
請
手
続
き
］

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
方

は
、
「
減
額
認
定
証
」
の
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
．
入
院
し
た
と

き
減
額
認
定
証
を
病
院
の
窓
口
に
提

示
す
る
と
入
院
の
負
担
金
と
食
事
代

が
減
額
さ
れ
ま
す
．
更
新
に
は
医
療

受
給
者
証
・
保
険
証
・
印
鑑
を
持
参

し
、
保
険
医
療
課
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

老
人
保
健
か
ら
の
お
知
ら
せ

［
負
担
割
合
（
１
割
ま
た
は
３
割
）

の
見
直
し
］

老
人
の
自
己
負
担
割
合
は
、
前
年

の
所
得
に
よ
っ
て
毎
年
８
月
に
見
直

さ
れ
ま
す
。
見
直
し
に
よ
り
負
担
割

合
が
変
更
に
な
る
方
に
は
７
月
末
に

通
知
を
し
ま
す
の
で
、
通
知
の
届
い

た
方
は
、
保
険
医
療
課
で
正
し
い

「
医
療
受
給
者
証
」
と
交
換
し
て
く
だ

さ
い
．
ま
た
、
病
院
の
窓
口
で
は
正
し

い
受
給
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
．

…
申
誹
群
鋤

●問合せ保険医療課査羽２１１７

こ
れ
か
ら
も
、
茨
城
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

を
広
報
し
て
い
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

門
歳
以
上
二
定
の
障
害
が
あ
る

場
合
は
開
歳
以
上
）
の
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

病
院
窓
口
の
自
己
負
担
は
、
現
在

と
同
じ
く
１
割
ま
た
は
３
割
で
す
。

保
険
料
は
、
茨
城
県
内
で
統
一
さ

れ
る
た
め
、
現
在
検
討
中
と
な
っ
て

い
ま
す
。

保
険
料
は
原
則
、
年
金
か
ら
天
引

き
と
な
り
ま
す
が
、
普
通
徴
収
で
の

納
付
も
あ
り
ま
す
．

制
度
の
運
営
は
茨
城
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
が
行
い
ま
す
。

窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、
現
在
同

様
市
町
村
で
行
い
ま
す
。

退
し
、
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
に
加
入
（
移
行
）
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
．
茨
城
県
内
す
べ
て

の
市
町
村
が
加
入
し
ま
す
．
（
各
県

に
広
域
連
合
が
設
立
さ
れ
、
平
成
加

年
４
月
に
向
け
て
準
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
）

＝
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恥
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鋤
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織
職
辨
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鍛
郷
パ
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辨
識
蝿
蜂
癖
鍛
蟻
舜
蝉
癖
織
灘
埣
報
蝿
蝉
蝉

県
政
出
前
講
座
の
ご
案
内

県
で
は
、
県
民
の
皆
様
に
県
政

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
県
民
の
声
を
県
政

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
ご
要
望
に
応
じ
、
職
員
が
各

種
集
会
等
に
出
向
き
、
県
の
施
策

等
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
お

り
ま
す
．
●
問
合
せ
茨
城
県
政

策審議室調整担当窓０２９３０１１２０３０

ご
み
自
己
搬
入
の
「
搬
入
口
」
が
変
わ
り
ま
す

高
萩
市
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
旧
じ
ん
芥
処
理
施
設
の

解
体
工
事
が
始
ま
り
ま
す
．
こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
在
の

「
ご
み
搬
入
口
」
が
平
成
川
年
７
月
Ⅳ
日
（
火
）
よ
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
現
在
と
同
じ
敷
地
内
に
あ
り

ま
す
が
、
施
設
へ
の
出
入
り
口
の
位
置
が
現
在
よ
り
約

刈
ｍ
ほ
ど
南
側
に
移
動
し
ま
す
．
ま
た
、
「
ご
み
を
お

ろ
す
場
所
」
も
変
わ
り
ま
す
の
で
、
係
員
の
指
示
に
従
っ

て
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
．

＊
ご
み
搬
入
用
車
両
の
出
入
り
口

付
近
に
、
下
記
の
よ
う
な
看
板
宿
↓上

を
設
置
し
ま
す
。
浜赤

＊
混
雑
し
て
い
る
時
は
、
他
の
車

↑

↓

刀
語
里
丁
こ
↑
又
堂
早
と
岸
今
ｂ
拝
《
▲
よ
北
茨
城
市
高
萩
市
街

の
通
行
に
支
障
と
な
ら
な
い
よ
北
茨
城
市

う
道
路
左
端
に
停
車
し
、
ハ
ザ
ー

ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
さ
せ
順
番
を

お
待
ち
下
さ
い
。

、

＊
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
る
と
き

地
＼

は
、
左
折
で
お
願
い
し
ま
す
．
団

守弾

付近拡大略図
》

穀

や

Ｌ

〉
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耳

鄙

掛
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鰯
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年
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北茨城市中郷工業団地
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ｌ
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旧
施
設
（
解
体
二

旧
一
一

ご
利
用
の
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
交
通
安
全
に
心
が
け
て
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
．

な
お
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
環
境
衛

生
課
又
は
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
合
せ
環
境
衛
生
課
公
朋
１
７
０
３
１

北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
窓
別
６
８
８
６

｜
保
管
倉
庫

約30m
①出入り口付近に設置

↑
率
御

,~~一.一一.一I
L註皇_雷当 回 ▼

北部衛生センター仮設事務所

、_｣-~_｣、

-｢"
一筐全、

②施設のフェンスに設置

一 一一

高萩市北部衛生センター←高萩市街
萩インター高 －一

盛上ゴム ’
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読宕 情報
高萩高校家政科閉科?創立80周年

県立高萩高等学校は今年度で家政科

が閉科となり56年の歴史に幕を閉じま

す。また学校倉|｣立80周年を迎えます。

閉科にあたり記念誌を発行する予定で

すが、卒業生などで学校や家政科に関

連した写真などをお持ちの人がいれば

ぜひお貸しください。

○創立80周年式典 11月10B(土）

○家政科閉科式典平成20年2月2日(土）

●問合せ高萩高等学校安富さん

盆223161

Ⅱ ;赤浜音楽祭2007§‘ ,

○日時7月15日旧l午後1時開演

開場は正午※荒天の場合は翌16日

○場所願成寺海の見える庭園高

萩市赤浜1 06

○出演カール・ヤイトラー（ウィー

ンフィル管弦楽団トロンボーン奏者）

／ヴァイオリニスト梅澤美保子(N

響団友オーケストラ）／市村信持

（元群馬交響楽団トロンボーン奏者）

他多数

○チケット前売大人2500円

小・中・高生1 000円未就学幼

児無料障害者手帳お持ちの方当日

券の半額当日大人3000円

小・中・高生1 500円

●問合せ実行委員会長久保さん冠24-

4858

ホタルと星との出合いⅡ‐

○日時 7月21日（土)午後7時30分～

9時。※雨天時は翌22日（日）に順延

○内容ヘイケボタルと夏の星座の観

察。※参加費無料

○申込み当日午後7時までに中央公

民館駐車場に集合。※小学生以下の

お子さんは保護者同伴のこと。

●問合せ夢蒼塾深津さん丑23-64

37

ひたち環境都市フエスタ2007

○日時 8月4日（土） ・ 5日（日）10時

～17時（5日は16時まで）

○場所日立シビックセンター、 日立

新都市広場、マーブルホール

○内容エコ製品・燃料電池車などの

展示、子どもを対象にした工作コー

ナーポスター展ほか

●問合せ日立市環境保全課窓22-

3111 （内線297）

ボランティア養成講座受講生募集児童虐待防止推進月間標語募集

1 1月の児童虐待防止推進月間の取組

みとして標語の公募を行います。

○応募方法電子メール又ははがき

gyakutalhyogo@prefkumamoto｣gjp

〒862 8570熊本県少子化対策課児菫

虐待防止標語募集担当宛作品のほ

か、郵便番号、住所、氏名、電話番

号、年齢性別、職業について記入
’一／子弓竺夫l、
LノL、、／－こし’O

○〆切 7月20日 （金）

●問合せ厚生労働省雇用均等・児菫

家庭局総務課虐待防止対策室冠03

5253－111 1 （内線7799）

日立養護学校の子どもたちをサポー

トしてくれる人を募集します。

○日時 9月1 日（土)午前9 ： 15～

〔以下予定 10月13日（土)、 12月1日

（土)、平成20年2月2日(土)]

○場所日立養護学校(日立市鮎川町）

○対象高校生以上(定員20名）

○〆切 7月31日（火）

●申込み・問合せ 日立養護学校（日

立市鮎川町3-1 1-2) FAXO294-36-

0557 Eメール

h yougo@hitachikyoikued.jp

ー

飲食物取扱業等従事者保菌検査
裁判所事務官IⅡ種試験

日立保健所では、感染症と食中毒の

発生防止のため、飲食物取扱業者全員

について検便検査を行います。

○収集日 7月12日（木） 9:30～11 :30，

13:30～15:30

○場所総合福祉センター（春日町）

※収集日までの期間に検査容器を同

所にて配布します。

○検査手数料 5項目1 ! 000円、4項目

700円

●問合せ茨城県日立保健所保健指導

課宕0294 22 4196

○受付期間 7月17日(火)～25日（水）

まで

○受験資格昭和61年4月2日～平成

2年4月1日までに生まれた人

○第1次試験日 9月16日（日）

○第1次試験種目 教養・適正試験

（択一式)、作文試験 2次試験(口

述試験）は10月中旬～下旬

●問合せ水戸地方裁判所事務局総務

課人事第1係冠029 224 8421

引揚者から保管した通貨･証券等の返還

税関では、終戦時海外から引揚げの

際にお預かりした次の通貨・証券など

をお返ししています。○終戦後、外地

から引揚げ時、上陸地の税関、海運局

に預けた通貨・証券。○外地の集結地

において総領事館などに預けた証券な

どのうち日本に送還されたもの

※返還の申し出．ご紹介は、預けた本

人はもとより、 こ家族の人でも結構で

す。心当たりの人は、下記までお問い

合せください。

●問合せ横浜税関鹿島税関支所日立

出張所冠029452 2215

ー

日 立 市｜ 歌手松尾和子展~SAIKAI(再会)～｜

綴
吉田正音楽記念館で松尾和子と再会1 1960年代を中心に流

行したムード歌謡の代表的な歌手、吉田門下生最初の女性歌手、

松尾和子の歌手活動やその生涯などを紹介します。

○期間 7月21日(土)～10月28日（日） ○会場吉田正音楽記念館

○展示内容 ・歌手、女優活動の写真・アメリカハリウッド録音時の「再会」の楽譜や

レコード、写真・手作りのステージ衣装松尾和子ショーの貴重映像・松尾和子が歌っ

た吉田メロディーヒット曲視聴コーナーなど

●問合せ吉田正音楽記念館窓0294-21 1 125

大津町盆船流し
絵手紙クラブ展示会

新盆を迎えた家で、盆船と言われる全長約3mの船を作り 「じゃんがら念仏踊り」に

よって霊魂を慰め、海に送る伝統行事です。昭和54年茨城県民俗無形文化財として指定

を受けました。

○日時平成19年8月16日(木)午前6時～ ○場所北茨城市大津漁港

●問合せ北茨城市役所水産振興室内（川崎）冠43 1 1 11 （内線382）

○期間開催中～31日 （水）

○会場みよし高萩手綱店

●問合せ作山忠子さん君22-2765

識〆篝憲鋤慧、鍵
ありがとうございました

※社会福祉協議会へ

・常暘ボランティア倶楽部 タオル500本

・皆神賢一さん 100, 000円

・安良川268共有地地権者会 20, 000円

東 海 村’ 第29回東海まつり
「東海まつり」が今年の夏も盛大に開催されます。まつりのメーン舞台は｢駅東大通り」

歩行者天国で、 ここでは山車やみこしのパレードなど、盛りだくさん。また翌週の11日

夜には、花火大会が行われます。

東海まつり○日時 8月4日(土） ○会場駅東大通り(JR東海駅東口を出てず~ぐ! )

○内容東海音頭・山車・みこし・子どもみこしなどのパレード

花火大会○日時 8月1 1日(土） ○会場阿漕ケ浦公園(国道245号沿い）

●問合せ東海まつり実行委員会事務局（窓029 283 2141）

141
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生涯学習課召23－1 1324； 、;曇､§ ‘ ：

（個人名は敬称略）

盟春季大会（女子） ■第4回高萩市市長杯・市議会議長杯

（日） ゲートボール大会

:館 口期日 5月19日(土） ・ 28日（月）

口会場 高浜運動広場

｝良川クラブ ロ参加数 6チーム

3位松原クラブ ロ結果 優勝秋山益壮会

1校野球大会 準優勝高萩長寿会第3位浜千鳥

（金）～6日（水） ■第28回高萩市民ゴルフ大会

場・松丘高校 口期日 5月27日（日）

口会場 高萩カントリークラブ

ロ参加数 1 5 1人

高等学校 口結果 優勝宇野美好

i等学校 準優勝大森康弘第3位藤枝靖士

学校 ﾚﾃﾞｨｰｽ優勝飯樋とき江

教学園高等学校ベストグロス 赤津卓男

･ﾙ大会市予選会 ■第1 3回高萩バドミントン大会

（日） 口期日 5月13日 （日）

l広場 口会場市民体育館

口参加数男子1 6組・女子9組

『ツトローズ ロ結果

無料の椙談
(市内に住所を有する人が対象です） ‘鴬+ ： ；零､蝋 ‘ :

■高萩市バレーボール連盟春季大会（女子）

口期日 5月27日（日）

口会場 市民体育館

口参加数 6チーム

ロ結果 優勝安良川クラブ

準優勝Bﾙﾝｽﾞ ' ’ 第3位松原クラブ

■第60回珂北高等学校野球大会

口期日 6月1日(金)～6日（水）

口会場 市営野球場・松丘高校

口参加校 22校

口結果

優勝明秀学園日立高等学校

準優勝那珂湊第一高等学校

第3位日立工業高等学校

〃 茨城キリスト教学園高等学校

■茨城県お父さんｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会市予選会

口期日 6月3日（日）

口会場 高浜運動広場

口参加数 4チーム

ロ代表権獲得高浜モットローズ

7/29 ． 8/4， 5， 12に日立市で開催の県大

会に出場

■第28回高萩市剣道錬成大会

口期日 6月3日（日）

口会場 市民体育館

口参加数 21 0名

口結果 市内関係者のみ

【団体】小学低学年第3位若葉剣士会

〃 高学年 〃 若葉剣士会

【個人】

小学高学年優勝 車春樹(若葉剣士会）

中学男子 第3位 柴田大(武徳殿）

中学女子 優勝 鈴木歩美(武徳殿）

準優勝 安藤楓(武徳殿）

一般男子 準優勝 来栖悠(高萩高）

第3位 安島真也(高萩高）

一般女子 優勝 菅原詩歩(高萩）

■茨城県ソフトボール協会加盟団体対

抗親善大会市予選会

口期日 6月3日 （日）

口会場 高浜運動広場

口参加数 5チーム

ロ代表権獲得 読売倶楽部

9/161 23に鹿島市で開催の県大会に出場

行政相談

日時： 7月12日（木） ・ 26日（木）､午

後1時～3時/市民相談室

●行政相談委員藤本征一さん

冠23-7646

瓦蒙函§雪…､－》
日時：毎週火曜日の午後1時弓ざ｡時

一… ； 1．

／場所：総合福祉センター内の相談

室／児童相談所の児童福祉司・家庭

相談員

●社会福祉課盆23-7030

〈交通事故相談 〉

日時：月～金曜日の午前9時～午後

4時30分／場所：水戸合同庁舎1階

●総務課冠23-2119
: i l 1

く心配ごと相談（予約制） 〉
日時:毎週木曜日の午後1:時~3時

.． . :： .． 、

／場所：総合福祉センタ- : l ; :: : -

＊7月19日(木)が弁護士による法律

相談日 （電話予約制です）

当日の午前8時30分から受付開始

●社会福祉協議会a23-8341

ー

こころの相談（予約制）

日時：平成19年7月23日（月）午前9

時～11時／場所：総合福祉センター

内の相談室／相談員：精神科医■JI
…ズ 韓;｡…； ﾒ

●健康づくり課恋24-2121: ; : :ふ: ？

消費生活相談

消費生活に関する苦情や相談

＊随時電話で受け付け

月～金曜日午前9時～午後5時

●消費生活センター恋029-225-6445

＜年金相談と年金請求 〉

日時： 7月10日(火)午前10時～午後

2時／場所：総合福祉センタ云■ ;Ⅱ
､ . ､ ､ ！； －， ．． ： ．

●市民課窓23-2116 」諏ZjJ…:ff!""

ー

■高萩ソフトテニス大会

口期日 5月20日（日）口会場高浜運動広場ﾃﾆｽｺｰﾄ

ロ参加数 24ペア ロ結果

F羅至優勝井坂(市役所) ･村田(高萩ｸﾗ )準優勝鈴木･作間
(高萩ｸﾗﾌﾞ" ）第3位中島(ｱｽﾃﾗｽ) ・斉藤(高萩ｸﾗﾌﾞ )､滝田・石田(高萩ｸ

ﾗ )F源訶優勝渡辺(由) (磯原ﾚ 1-ｽ) ･渡辺|貴1 (高蔽ﾚ ,-ｽ）
準優勝加藤･利光(磯原ﾚ ｨｰｽ)第3位高橋･柴田(高萩ﾚ ｨｰｽ)、

佐藤(悦) ･豐田(高萩ﾚ ｨｰｽ)厩優勝大平･高橋(高萩ｸﾗ ）
準優勝斉藤･羽田(磯原ｸﾗ ）第3位砂口・羽田(高萩ｸﾗ ）

鱗 驚瀧甥鰄溌鐵蕊溌溌譲議蕊驚驚

鍾謹7日(土1．8日旧)･15日旧1． 16日(月）
22日旧)･29日旧）

露5日旧) ･ 14日(火) ･ 15日(水)･16日(木）
19日(日) ･25(土)･26日旧）

●花貫クリーンセンター悪22-4318

轌も
う
す
ぐ
楽
し
い
夏
休
み
で
す
。

黄
色
い
交
通
安
全
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
を
付
け
た
１
年
生
も
学
校
や
ク

ラ
ス
に
慣
れ
、
楽
し
げ
に
登
下
校
す

る
姿
が
微
笑
ま
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
せ
る
よ
う
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
感
謝

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
■
咄
■

＝★☆ビー手バレー犬会参加者募集☆★
･開催日大会開催日 7月21日(土)午前9時から編

集
後
記

予備日 7月22日(日)午

高萩海水浴場北側特設コート

男子8チーム、女子8チーム

混合のみ1チーム4名

（女性2名以上） 24チーム

1人1000円

大足光司さん090-9842-9077

村上純将さん090-4612-7941

･開催場所

･募集内容
鯉

：･参加費

･問合せ

歯
15

優勝

準優勝

第3位

男子1部

本山伸介

小笠原英賢

佐藤 拓

手塚光樹

中村勇気

下瀬雅史

男子2部

大徳崇順

田辺 守

也日己士福

荒木敏勝

樫村浩明

渡辺順次

男子3部

根本己好

大和田信明

小池克也

津田真一

藤田裕之

長谷川一雄

優勝

準優勝

第3位

女子1部‘

伊藤久美子

田中麻由美

高倉加奈

坂塲絵美子

菱沼美代子

菱沼詩織

女子2部

森井奏惠

植木房子

志賀晴美

志賀美幸

川野辺麻衣

雲類鴦奈央



ﾖﾘ 1回

村生活といえば、冠

婚葬祭。いつもどこか

で人が集まっています。

今回の写真は、ホー

ムステイ先の長男(19

歳)の誕牛会の様子です。

| ’
日曜緊急医療当番医です 州

獅
擁
辮
緬〔時間〕午前9時～午後4時

8日松岡クリニック(下手綱）

'5日'たばたｸﾘﾆｯｸ(高戸）
22日高萩クリニック(秋山）

29日樋渡医院(大和町）

高萩クリニック(秋山）

樋渡医院(大和町）
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テーブルを大皿のように使ってぎっしり

と飾られた彩り豊かな食卓。家族の手作り

です。自分の誕生日にはお客さんを招待し

て、食べたり、踊ったり、夜中までもてな

します。お祝いの日は、お宮さんと明け方

まで踊って、家に泊まっていってもらうこ

ともよくあります。この日は、長男の友達、

先生方、近所の人、親戚を招待して、40名

を超えました。当日は、親戚や近所の人も

手伝いに加わって、手際よく準備しました。

＃ 騒 鋪
｝

篝
萎
鍔
謬
蘋
琴
謹
箏

1､TF

1

…

高萩それいゆ病院(上手綱）

!

5日高萩それいゆ病院(上手綱) (24)0770

12日やすらぎの丘温泉病院(下手綱） ｛24) 1212

19日諸原産婦人科医院(高戸） （23)31 13

26日内田医院(大和町） （22) 2137

●県内救急医療情報案内 ”

電話O29－241－41g9

URLhttp://www.qq.prefibarakijp
携帯サイトhttp://www.qq.prefjbaraki.jp/kt/

やすらぎの丘温泉病院(下手綱） ｛24) 1212

諸原産婦人科医院(高戸） （23)31 13

蝋

癖 や
鷺》

襄
一
薑
譲
甕
壷
農
灘
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私はへとへとだっ

たのに、家族は、

｢40人なんて大し

たことないわよ」

と慣れた手つきで

した。
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斡蔦塞辮評司 .,
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熱ｫ)高萩市住宅公社萩市 宅院主〉

' 1茨堀県高萩市本町1-100(高萩市役所内)TEL.0293-23-1201

-ジhttp:"www・jsdi.or.jp/~t-kousya/

〒318－8511

ホームペー

囹月囹表園" ’
6月2日～6日、アメリカ合衆国ハワイ州の力メハメハ学園の生徒12名が、高萩市を訪れ、ホームステイ

や中学校への体験入学などをして市民との交流を深めました。写真は松岡地区公民館での餅つき体験の様子。
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平成19年7月5日発行No.569

http://www・city.takahagi.ibaraki.jp
■編集／高萩市秘書課

〒318-8511茨城県高萩市本町1-100-1

a0293(23)7320

Mai l info@city.takahagi . |gjp

■印刷／ふじえだ印刷

7月の納税 紬期限7月3旧（火）
固定資産税（第2期)、国民健康保険税（第2期)、

介護保険料（第1期） 口座振替は7月25日(水）

6猫荏人｡弧'，'人(- 36人’
と ゞ 男 15, 723人(‐ 10人）
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宅地分譲 先着順受付中！
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